
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
等
、
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
た
、

地
域
や
社
会
に
本
当
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

短
期
大
学
教
育
で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
明
確
化
と
教
育

の
質
保
証
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
短
大

独
自
の
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
方
法
の
開
発
は
急
務
で
あ

り
、
Ｉ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
共
同
で
取
り
組
む
べ
き
重

要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
７
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。「

短
期
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
九
州
」
に
お
け
る

年

間
の
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
の
質
保
証
と

職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築
に
つ
い

て
、
７
つ
の
短
期
大
学
で
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
教
養
教
育
・
人
間
教
育
・
女
子
教
育

に
強
み
を
持
つ
短
期
大
学
、
学
生
支
援
・
実
務
教
育
に
強

み
を
持
つ
短
期
大
学
、
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
に
強
み
を

持
つ
短
期
大
学
、
専
門
就
職
に
強
み
を
持
つ
短
期
大
学
の

地
域
人
材
育
成
の
教
育
力
を
結
集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
連
携
校
の

事
例
研
究
と
「
共
同
教
学
Ｉ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
」
の
基
盤
整
備
を
行
な
い
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
、

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
催
、
国
内
外
の
事
例
の
分
析
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
、
Ｉ
Ｒ

シ
ス
テ
ム
の
試
験
導
入
と
改
善
を
経
て
、
平
成

年
度
に

い
ず
れ
も
完
成
予
定
で
す
。
ま
た
、
取
組
の
期
間
終
了
後

も
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
学
生
調
査
や
、
学
修
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
等
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

連
携
機
関
の
「
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
」｢

日
本
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
」
か
ら
助
言
を
得
て
、
短
期
大
学
士

課
程
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
向
上
に
重
点
を

置
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
連
携
校
の

在
学
生
全
員
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
で
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
連
携
機

関
と
共
に
国
内
外
の
事
例
を
収
集
検
討
し
、
短
期
大
学
に

お
け
る
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
構
築

し
ま
す
。
平
成

年
度
に
は
、
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
、
１
６
０
名
程
度
の
連
携
校
の
学
生
が
合

同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
生
は
社
会
人

基
礎
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
生
は
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
経
験
す
る
と
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
の
社
会
人
基

礎
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
力
の
向
上
は
、

今
回
構
築
す
る
Ｉ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
確
認
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
学
生
を
平
成

年
度
ま
で
に
３
４
０
人
を

目
標
に
社
会
に
送
り
出
し
ま
す
。
地
域
や
社
会
で
広
く
活

躍
す
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会

会
長

佐

藤

弘

毅

短
期
大
学
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
明
確
化
と
教
育
の
質

保
証
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
連
携
取
組
に
は
職
業
教
育
と

質
保
証
の
あ
り
方
の
検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。
７
短
大
の

力
を
結
集
し
、
新
し
い
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
短
期
大
学
に

と
っ
て
極
め
て
有
益
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
と
し
て
も
、
情
報
提
供
や
要
望

の
提
示
、
広
報
と
い
っ
た
場
面
に
参
画
し
７
短
大
と
協
働

し
て
、
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ

の
取
組
を
通
じ
て
、
特
に
、
地
方
の
短
期
大
学
の
進
む
べ

き
道
筋
の
一
つ
が
開
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

短期大学コンソーシアム九州はその前身である研究会の発足から10年。短期大学の地域における役割は「分厚い
中堅人材の育成」にあり、効果の高い実現方法は「職業キャリア教育」であることが分かってきた。これらの知見を
基に短期大学の2年間という特徴に合わせた、「教育の質保証の仕組み」と「スタンダード」の確立を目指す。

概

要

職
業
を
通
し
た

学
び
の
成
果
検
証

短大関係者
合同ＦＤ・ＳＤ研修会

外
部
評
価
結
果

と
し
て
活
用

定期開催
外
部
評
価
結
果

と
し
て
活
用

短期大学の現状

単独で取り組むのは難しい

①組織的・体系的に教育を支える
②成果を社会や地域の活性化に生かす

①規模が小さい
②経営環境の厳しい所が多い

背景・問題点
職業キャリア
教育・方法論

開発改善サイクル

連携校共通
「学びの成果」検証指標

企画改善サイクル

Ａ Ｂ

本コンソーシアム
付属「研究センタ」

専
門
的
知
見

職業キャリア教育

キ
ャ
リ
ア
教
育
合
同

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

高校訪問キャラバン隊

卒業生訪問ブックレット作成

短大フェア（学習成果発表）

教
員

学
生

学生支援力（教育力）の向上

交渉力 / 調整力 / 情報発信力
コミュニケーション力
チームワーク力 の向上ステークホルダとの関わり

他短大の学生との共同
責任ある企画運営

大学間連携ＧＰの成果を再編
職
業
キ
ャ
リ
ア

教
育
事
業

入
学

卒
業

卒
業
後

共同して取り組みを進める

初期調査 成果検証① 成果検証②

職業キャリア教育・方法論
の開発

学びの成果指標の開発

システム化による手間のかから
ない成果検証スキームの実現

実 施

共同教学ＩＲネットワークシステムの構築

学生

学生調査
夢・目標設定
セルフチェック

学修
ポートフォリオ

ｅ‐ラーニング
プラットフォーム

教育成果測定
・集計・分析
を簡便化

共通キャリア
教育として

初年時に指導

自らの成長を実感し
単位取得状況から

指向を把握

（学生非公開）
教職員向け学生
個別指導履歴

入学前の共通の
学習教材

学生
サポートメモ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

日本私立短期大学協会
日本インターンシップ学会

ステークホルダーからの支援・協力

51

取組名称：短期大学士課程の職業・キャリア教育と共同教学ＩＲネットワーク
取組大学：佐賀女子短期大学（代表校）、香蘭女子短期大学、精華女子短期大学、福岡女子短期大学、西九州大学短期大学部、
　　　　　長崎女子短期大学、長崎短期大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
高
専
機
構
が
定
め
た
「
分

野
別
到
達
目
標
（
モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
」
に

従
っ
た
人
材
育
成
で
す
。
単
に
専
門
能
力
の
み
な
ら
ず
、

人
間
力
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
能
力
な
ど
多
面

的
な
能
力
ま
で
も
質
保
証
さ
れ
た
人
材
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
日
、
高
専
は
国
際
化
や
技
術
の
複
合
・
融
合
化
の
中
、

高
度
化
を
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際

に
も
コ
ア
と
な
る
部
分
の
土
台
が
し
っ
か
り
で
き
て
こ
そ
、

高
度
化
は
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
基
礎
部
分
も
多
様
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
大
学
や
企
業
は
自
ら
の
機
関
で
の
教
育
の
出
発
点
が

明
確
に
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
７
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。平

成

年
に
始
ま
っ
た
分
野
別
到
達
目
標
策
定
の
検
討

に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
た
教
員
が
所
属
す
る
高
専
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
当
初
か
ら
「
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

ま
で
を
念
頭
に
入
れ
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
従
っ

て
、
各
高
専
内
で
の
事
業
推
進
へ
の
体
制
は
強
固
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
到
達
度
試
験
策
定
に
向
け
た
先
行
す
る

共
用
試
験
の
調
査
を
行
い
、
本
事
業
で
の
試
験
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
固
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た

科
目
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
ル
ー
ル
の
策
定
や
、
分
野
別
到
達

目
標
と
各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
確
認
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
科
書
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
高
校
課
程
で
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
た
学

習
補
助
教
材
作
成
へ
の
着
手
お
よ
び
、
先
行
的
な
学
習
支

援
を
開
始
し
ま
す
。
平
成

年
度
に
は
、
構
築
で
き
た
シ

ス
テ
ム
の
試
用
や
問
題
点
の
抽
出
を
行
い
ま
す
。
平
成

年
度
に
最
終
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

年
度
か
ら
の
到

達
度
試
験
の
自
立
的
運
用
方
法
の
決
定
や

高
専
へ
の
拡

大
に
向
け
た
事
業
推
進
が
な
さ
れ
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

学
生
個
々
の
学
習
状
況
と
の
関
連
も
含
め
て
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
学
生
の
個
別
指
導
や
全

学
的
Ｆ
Ｄ
活
動
へ
の
定
量
的
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

仙
台
高
専
を
中
心
に
、
組
込
み
技
術
に
関
す
る
標
準
化

が
先
行
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
先
導
事
例

と
し
て
到
達
度
試
験
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高

専
機
構
で
は
数
学
と
物
理
の
一
斉
到
達
度
試
験
を
す
で
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
問
題
作
成
の
シ
ス
テ
ム
や
、

学
習
状
況
と
成
績
の
関
係
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

が
特
徴
で
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

全
高
専
生
が
分
野
別
の
到
達
目
標
を
ク
リ
ア
し
、
さ
ら

に
各
高
専
独
自
の
個
性
あ
る
教
育
に
よ
っ
て
成
長
を
続
け

て
い
け
る
資
質
を
備
え
た
こ
と
が
、
到
達
度
試
験
に
よ
り

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
技
術
科
学
大
学
は
、

高
専―

技
科
大
の
連
続
性
を
特
徴
と
す
る
個
性
あ
る
人
材

育
成
の
出
発
点
が
明
確
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

公
益
社
団
法
人
日
本
工
学
教
育
協
会

専
務
理
事

剣

持

庸

一

単
に
専
門
能
力
の
み
な
ら
ず
、
人
間
力
や
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
能
力
な
ど
多
面
的
な
能
力
が
あ
る
人
材

が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

本
取
組
の
柱
と
な
る
「
到
達
度
試
験
策
定
」
は
個
性
あ
る

人
材
育
成
の
出
発
点
が
明
確
化
で
き
る
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
＊
本
事
業
の
推
進
に
お
い
て
関

係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
質
保
証
さ
れ
た
人
材
を
育
成
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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取組名称：分野別到達目標に対するラーニングアウトカム評価による質保証
取組大学：函館高専（代表校）、仙台高専、茨城高専、長野高専、鳥羽商船高専、鈴鹿高専、高知高専



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
重
大
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
日
本
企
業
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
は
基
礎
研
究
や
技
術
開
発
の
成
果
を

も
と
に
新
た
な
基
幹
産
業
を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
「
何
を
」
作
り
出
す
か
を
考
え
る
高
い
能
力
を
持
つ

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
が
急
務
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
を
担

う
高
専
と
し
て
の
取
組
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
７
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。従

来
、
連
携
校
で
は
様
々
な
特
色
あ
る
教
育
資
源
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
お
り
、
「
技
術
の
社
会
実
装
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
こ
の
７
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
新
し
い
高
専
教
育
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
構
築
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
生
活
を
豊
か
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
も
の
づ
く
り
「
社
会
実
装
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
に
向

け
、
学
生
に
「
技
術
の
社
会
実
装
」
に
取
り
組
む
経
験
を

積
ま
せ
る
と
と
も
に
、
各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
取
組
事

例
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
は
科
目
と

教
材
の
開
発
及
び
試
行
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
を

中
心
に
標
準
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
着
手
し
、
事
業
終
了
ま

で
に
本
科
と
専
攻
科
を
融
合
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特

科
」
（
仮
称
）
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
計
画
で

す
。
ま
た
事
業
期
間
中
に
蓄
積
さ
れ
た
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
連
携
校
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
学
生
間
の
交
流
学
習
も

容
易
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
終
了
後
も
取
組
中
に
開
発

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
を
活
用
し
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

工
学
教
育
等
に
精
通
す
る
特
命
教
授
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
全
国
高
専
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
高
専
の
連
携
を
強
化
し
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

多
く
の
教
員
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

 

平
成

年
度
に
東
京
高
専
が
試
行
し
た
「
社
会
実
装
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
基
に
、
連
携
校
に
蓄
積
さ
れ
た
特
色
あ

る
教
育
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
高
専
全
体
で
導
入

可
能
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
効
率
的
に
展
開
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
千

人
規
模
で
育
成
し
、
新
た
な
日
本
の
基
幹
産
業
の
創
出
に

向
け
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

７
高
専
で
推
進
す
る
「
社
会
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
連
携
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

社
会
の
要
請
に
沿
っ
た
学
生
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
高
専
が
狭
義
の
技
術
開
発
に
と
ど
ま
ら
な
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育

成
を
主
導
し
、
新
た
な
日
本
の
基
幹
産
業
の
創
出
に
人
材
育

成
面
か
ら
貢
献
で
き
る
の
で
す
。 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

公
益
社
団
法
人
日
本
工
学
教
育
協
会

専
務
理
事

剣

持

庸

一

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
た
新
し
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
教

育
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
組
の
柱
で
あ

る
「
技
術
の
社
会
実
装
」
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ユ
ー
ザ
ー

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
新
た
な
価
値
を
創

造
し
て
い
く
も
の
で
、
教
育
面
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
の
強
化
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
で
実
績
を
重

ね
て
き
た
高
専
が
、
産
業
界
等
と
の
幅
広
い
議
論
を
重
ね

な
が
ら
新
た
な
基
幹
産
業
を
担
う
「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
海
運
界
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
技
術
革
新
に
対
応
し
た
資
質
と
知
識
・
技
能
を

身
に
付
け
、
時
代
に
適
応
で
き
る
柔
軟
で
高
度
な
海
事
技

術
者
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

四
面
を
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、
安
全
で
安
定

し
た
海
上
輸
送
の
確
保
に
は
海
運
を
担
う
人
材
の
育
成
が

不
可
欠
で
す
が
、
海
上
輸
送
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
革

新
の
進
展
に
よ
り
、
海
事
技
術
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
能

力
も
大
き
く
変
貌
し
、
海
事
教
育
自
体
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
５
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。海

事
教
育
を
担
う
商
船
学
科
を
有
す
る
全
高
専
、
即
ち
、

富
山
高
専
、
鳥
羽
・
広
島
・
大
島
・
弓
削
の
商
船
高
専
が

ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
各
地
の
高
専
商
船
学
科
に
お
い
て
実
践
し
て
き

た
海
事
技
術
者
育
成
上
の
経
験
と
力
を
結
集
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

本
取
組
は
新
た
な
海
事
技
術
者
に
必
要
な
①
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
力
等
の
資
質
の
涵
養
」
、
②

「
技
術
革
新
に
対
応
し
た
船
舶
関
連
の
知
識
・
技
能
の
育

成
」
、
③
「
こ
れ
ら
を
高
専
商
船
学
科
で
確
実
に
実
現
す

る
高
質
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
目
標
を
目
指
し
た

三
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
平
成

年
度
は
各

目
標
へ
の
準
備
を
行
な
い
、
平
成

年
度
の
試
行
を
経
て
、

平
成

年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

取
組
終
了
後
、
連
携
機
関
で
あ
る
海
事
関
連
団
体
の
協
力

と
支
援
を
得
て
、
本
取
組
で
構
築
し
た
新
た
な
海
事
技
術

者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
な
実
施
に
向
け
た
自
立
化

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

本
取
組
で
は
開
発
し
た
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
統

合
し
、
「
５
高
専
・
商
船
学
科
生
約
千
名
の
為
の
将
来
に

向
け
て
新
た
な
海
事
技
術
者
を
確
実
に
継
続
的
に
育
成
し

得
る
高
質
な
海
事
教
育
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
昇
華
で
き
る

と
考
え
、
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

連
携
校
は
こ
れ
ま
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
学
び
方
な
ど
の

学
生
の
視
点
か
ら
の
教
育
改
善
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

連
携
機
関
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
革
新
の
視

点
か
ら
の
教
育
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
、
英
語
力
向
上
の

た
め
の
教
育
補
助
員
や
教
育
拠
点
の
整
備
な
ど
を
例
と
す

る
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
、
５
高
専
・
商
船
学
科
生

約
千
名
を
対
象
と
し
た
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
新
た
な
海
事
技
術
者
と
し
て
必
要
と
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
革
新
に
対
応
し
た
資
質
と
知
識
・
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
資
質
と
し
て
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
や
国
際
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
参
加
者
数
の
向
上
で
、
技
術
革
新
に
対
応
し
た

知
識
・
技
能
と
し
て
は
海
技
士
資
格
試
験
合
格
率
の
向
上
な

ど
で
確
認
し
ま
す
。
本
取
組
で
開
発
し
た
新
た
な
海
事
技

術
者
を
目
指
し
た
高
専
・
商
船
学
科
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
海
運
界
と
海
事
業
界
で
将
来
に
渡
っ
て
活
躍
す
る

人
材
を
送
り
出
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
般
社
団
法
人

全
日
本
船
舶
職
員
協
会

会
長 

内

田

成

孝 

小
中
学
生
の
海
や
海
運
に
関
す
る
認
識
は
極
め
て
薄
く
、

貿
易
立
国
の
日
本
に
と
っ
て
船
員
教
育
の
推
進
は
困
難
を

き
た
し
、
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。 

船
員
教
育
に
お
け
る
学
生
募
集
は
全
国
規
模
と
な
り
、

商
船
高
専
卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
我
々
は
、
学
校
・
同
窓

会
と
連
携
し
て
学
生
募
集
の
協
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

海
運
界
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
、
良
質
の
船
員
を
送

り
出
す
た
め
現
場
で
働
く
者
の
立
場
か
ら
、
船
員
教
育
の

質
的
向
上
に
向
け
、
新
た
な
海
運
の
人
材
育
成
モ
デ
ル
の

構
築
に
協
力
し
、
実
際
の
海
運
に
通
用
す
る
人
材
育
成
に

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

五つの高専と四つの海事関連団体がひとつのﾁｰﾑとなり､ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化に対応した1.新たな海事技術者に必要な
資質の涵養と技術革新に対応した2.新たな海事技術者に不可欠な知識･技能の育成に取組み､海運界が求めて
いる時代に適応できる柔軟で高度な海事技術者の育成を目指すものであり､高専･商船学科として必要となる3.新
たな海事技術者を確実に継続的に育成し得る高質な海事教育システムの実現を試みる｡

連携校
(五高専 )

富山 鳥羽 広島 大島 弓削

連携
機関

船
主
協
会

全
船
協

全
日
海

国
船
協

連
携･

協
働
の

人
材
育
成

2. 知識・技能
の育成

1. 資質
の涵養

船舶の機関･操船の技術と知識
船舶の業務･生活への適応力

英語力･コミュニケーション能力
外地駐在・陸上勤務への意欲

海
事

社
会
の

人
材

ニ
ー
ズ

3. 高質な教育システムニ
ー
ズ
に

応
え
得
る

海
事
教
育

時代に適応できる海事技術者像
確実な教育の実現

柔軟で高度な海事技術者
・グローバル人材（高い英語力）教育
・ICTに対応した高質な教材による教育
・教育効果の高い新しい航海実習
・新しき時代に活躍できる海事技術教育
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